
駒
牽
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
史
料
の
一
っ
と
し
て
『
政
事
要
略
』
が
あ
る
。

『
政
事
要
略
」
に
は
、
駒
牽
の
儀
式
次
第
や
実
施
例
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
ま
た
他

(
l
)
 

の
儀
式
書
に
は
み
ら
れ
な
い
牧
ご
と
の
焼
印
に
つ
い
て
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
『
政
事
要
略
』
は
、
駒
牽
に
つ
い
て
貴
重
な
情
報
を
有
し
て
い
る
が
、

(2) 

駒
牽
を
載
せ
る
巻
ニ
ニ
・
ニ
三
に
は
良
質
な
古
写
本
が
な
く
、
現
在
流
布
し
て
い

る
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
の
記
載
に
は
、
や
や
難
解
な
部
分
が
存
在
す
る
。

近
年
、
藤
原
行
成
に
よ
る
『
新
撰
年
中
行
事
』
が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
が
紹
介

(
3
)
 

さ
れ
た
。
『
新
撰
年
中
行
事
』
に
も
駒
牽
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
そ
の
記
述
に

よ
っ
て
今
ま
で
難
解
で
あ
っ
た
『
政
事
要
略
」
の
記
述
の
内
容
を
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
以
下
、
主
に
「
新
撰
年
中
行
事
』
に
依
り
な
が
ら
、

駒
牽
の
貢
上
数
と
焼
印
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

は

じ

め

に

「
新
撰
年
中
行
事
』

の
記
載
を
中
心
に
|
|
ー

駒
牽
の
貢
上
数
と
焼
印
に
関
す
る
一
考
察

貢
上
数
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず
【
史
料
l
】
を
例
に
し
て
『
新
撰
年
中

行
事
』
の
記
載
内
容
を
み
て
お
き
た
い
と
思
う
。

【
史
料
l
】
『
新
撰
年
中
行
事
』
下
、
秋
、
八
月

〉
は
細
字
双
行
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
丸
数
字
は
筆
者
が
付
け
加
え
た
。
）

十
五
日
牽
信
濃
勅
旨
諸
牧
御
馬
一
事
、
〈
①
式
六
十
疋
、
〈
元
八
十
疋
、
〉
ぶ
目

字
、
〉
③
山
鹿
、
塩
原
、
岡
屋
、
宮
虞
、
平
井
弓
一
、
埴
原
、
大
室
、
猪
鹿
、
大
野
、

萩
倉
、
笠
原
、
新
治
、
高
位
、
長
倉
、
塩
野
、

①
「
式
六
十
疋
、
元
八
十
疋
、
」
は
、
貢
上
数
に
つ
い
て
の
記
載
で
あ
る
。
信

濃
勅
旨
諸
牧
の
「
式
六
十
疋
」
と
い
う
貢
上
数
に
つ
い
て
は
、
『
延
喜
左
右
馬
寮

式
』
年
貢
条
に
六
十
疋
と
み
え
る
か
ら
、
こ
の
「
式
」
が
『
延
喜
式
』
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
②
「
官
字
」
は
、
③
の
諸
牧
で
用
い
ら
れ
る
焼
印
の
文
字

で
あ
る
。
③
に
み
え
る
牧
名
は
、
こ
の
日
に
駒
牽
を
行
う
牧
で
あ
る
。

第
一
章

貢
上
数
に
つ
い
て 佐

藤

合
十
五
牧

健

太

郎
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【
史
料
3
】
「
日
本
一
二
代
実
録
』
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
八
月
十
五
日
条

十
五
日
辛
已
、
天
皇
御
二
紫
震
殿
＼
閲
コ
覧
信
濃
国
貢
駒
＼
令
t

左
右
馬
寮

択
刑
取
各
廿
疋
八
賜
親
王
已
下
、
参
議
已
上
及
左
右
近
衛
中
少
将
、
左
右

馬
寮
頭
助
等
各
一
疋
一
、
例
也
、

清
和
天
皇
が
紫
震
殿
に
出
御
し
て
信
濃
国
駒
を
閲
覧
し
、
左
右
馬
寮
に
二
十
疋

を
分
給
し
、
親
王
以
下
参
議
以
上
・
左
右
近
衛
中
少
将
・
左
右
馬
頭
助
以
上
に
各

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
【
史
料
3
】
を
検
討
し
た
い
。

っ
て
い
た
。

あ
る
。 以

上
、
『
新
撰
年
中
行
事
』
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
ま
ず
①
の

貢
上
数
の
記
載
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
「
新
撰
年
中
行
事
」
で
は

「
式
六
十
疋
、
元
八
十
疋
、
」
と
み
え
、
「
式
六
十
疋
」
と
「
元
八
十
疋
」
を
併
記

(
4
)
 

し
て
い
る
。
『
政
事
要
略
』
に
も
「
諸
牧
六
十
、
元
八
十
、
」
と
あ
る
。
「
式
六
十

疋
」
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
延
喜
式
』
の
貢
上
数
で
あ
り
、
「
元
八
十
疋
」
と

い
う
記
載
は
、
『
延
喜
式
』
よ
り
以
前
の
「
式
」
、
つ
ま
り
『
弘
仁
式
』
・
『
貞
観

式
』
に
規
定
さ
れ
た
貢
上
数
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
元
八
十
疋
」
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
興
味
深
い
の
が
、
【
史
料
2
】
で

【
史
料
2
】
『
政
事
要
略
』
所
引
『
西
宮
記
』
八
月
十
五
日
牽
信
濃
勅
旨
御
馬
事

…
左
右
各
取
若
干
正
、
〈
八
十
疋
、
廿
疋
、
六
十
疋
、
十
疋
、
五
十
疋
、

六
疋
、
可
先
取
也
、
〉
…

駒
牽
に
お
い
て
馬
寮
に
分
給
さ
れ
る
馬
数
に
は
、
貢
上
さ
れ
る
馬
の
総
数
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
貢
上
さ
れ
た
馬
の
総
数
が
八
十
疋
で
あ
れ
ば
、

二
十
疋
が
馬
寮
に
分
給
さ
れ
る
。
同
様
に
総
数
が
六
十
疋
で
あ
れ
ば
十
疋
が
馬
寮

に
分
給
さ
れ
、
総
数
が
五
十
疋
で
あ
れ
ば
六
疋
が
馬
寮
に
分
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

馬
一
疋
を
賜
っ
た
。

注
目
し
た
い
の
は
、
馬
寮
に
分
給
さ
れ
た
馬
数
が
二
十
疋
で
あ
っ
た
点
で
あ

る
。
馬
寮
に
分
給
さ
れ
た
二
十
疋
と
い
う
数
を
【
史
料
2
】
で
み
た
貢
上
数
と
馬

寮
に
分
給
さ
れ
た
馬
数
と
の
関
係
に
あ
て
は
め
る
と
、
馬
寮
に
一
一
十
疋
の
馬
が
分

給
さ
れ
る
場
合
の
貢
上
数
の
総
数
は
八
十
疋
で
あ
る
。
馬
寮
に
一
一
十
疋
の
御
馬
を

支
給
し
た
こ
と
か
ら
、
貞
観
九
年
の
信
濃
国
の
駒
牽
の
総
数
は
八
十
疋
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
元
八
十
疋
」
と
の
記
述
は
、
貞
観
九
年
に
ま
で

遡
る
貢
上
数
と
想
定
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
元
八
十
疋
」
は
、
『
弘
仁
式
」
・
『
貞
観
式
』
の
い
ず
れ
に

規
定
さ
れ
た
貢
上
数
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
弘
仁
式
』
の
編
纂
は
桓
武
朝
に

始
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
中
絶
し
、
嵯
峨
朝
に
至
っ
て
再
開
さ
れ
、
弘
仁
十
一
年

(5) 

（八―

1
0
)

四
月
一
一
十
一
日
に
撰
進
さ
れ
た
。
『
弘
仁
式
』
は
、
完
成
し
た
も
の
の

そ
の
内
容
に
不
備
が
あ
り
、
そ
の
後
も
編
纂
作
栗
は
引
き
続
き
行
わ
れ
て
、
天
長

七
年
（
八
三
0
)

十
一
月
十
七
日
に
施
行
さ
れ
た
。
『
貞
観
式
」
は
、
貞
観
五
年

（
八
六
一
―
-
）
以
前
か
ら
絹
纂
が
開
始
さ
れ
、
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
八
月
二
十

五
日
に
撰
進
さ
れ
、
同
年
十
月
二
十
二
日
に
施
行
さ
れ
た
。
【
史
料
3
】
の
貞
観

九
年
は
、
「
貞
観
式
」
が
施
行
さ
れ
る
以
前
で
あ
る
か
ら
、
「
元
八
十
疋
」
と
い
う

貢
上
数
は
『
貞
観
式
』
の
貢
上
数
で
は
な
く
、
『
弘
仁
式
』
に
規
定
さ
れ
た
貢
上

数
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
新
撰
年
中
行
事
』
に
は
、
【
史
料
l
】
以
外
に
も
「
元

O
疋
、
」
と
い
う
記
載

が
、
以
下
の
【
史
料
4
】
I
【
史
料
6
】
に
み
え
る
。

【
史
料
4
】
『
新
撰
年
中
行
事
』
下
、
秋
、
八
月

（柏）

七
日
牽
二
甲
斐
国
勅
旨
御
馬
事
、
〈
延
式
云
、
真
衣
野
、
相
前
両
牧
州
疋
、

A

A

A

>

 

〈
元
五
十
疋
、
元
五
十
疋
、
〉
〉
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が
下
さ
れ
て
い
る
。

は
な
い
。

【
史
料
5
】
『
新
撰
年
中
行
事
』
下
、
秋
、
八
月

十
七
日
牽
甲
斐
国
穂
坂
御
馬
一
事
、
〈
式
舟
疋
、
年
来
廿
疋
、
〈
元
州
疋
、
〉

粟
字
、
〉

【
史
料
6
】
『
新
撰
年
中
行
事
』
下
、
秋
、
八
月

廿
五
日
牽
武
蔵
立
野
御
馬
一
事
、
〈
式
、
諸
牧
州
疋
、
後
加
一
十
疋
、
石

川
、
小
川
、
由
比
、
官
字
、
式
、
立
野
廿
疋
、
元
十
五
疋
、
今
加
五
疋
、

苓
C-

繋
飼
十
疋
、
毎
年
十
月
以
前
牽
貢
、
〈
路
次
之
国
不
レ
忘
二
株
蒻
牽
夫
＼
〉
〉

【
史
料
1
】
に
み
え
た
「
元
八
十
疋
」
は
『
弘
仁
式
』
の
貢
上
数
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
「
元

O
疋
」
と
い
う
記
載
が

必
ず
し
も
『
弘
仁
式
』
の
貢
上
数
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
【
史
料

5
】
穂
坂
牧
は
、
元
は
後
院
が
領
有
す
る
牧
で
あ
っ
た
が
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世

紀
初
め
に
勅
旨
牧
に
転
入
さ
れ
た
牧
で
あ
っ
た
。
【
史
料
6
】
立
野
牧
も
、
延
喜

(
6
)
 

九
年
（
九
0
九
）
＋
月
一
日
に
勅
旨
牧
に
転
入
さ
れ
た
牧
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
穂
坂
牧
•
立
野
牧
は
『
弘
仁
式
』
に
規
定
さ
れ
た
勅
旨
牧
で
は
な
く
、
穂
坂

牧
•
立
野
牧
に
み
ら
れ
る
「
元

O
疋
」
の
貢
上
数
は
、
『
弘
仁
式
』
の
貢
上
数
で

そ
れ
で
は
、
立
野
牧
の
「
元
十
五
疋
」
と
い
う
記
載
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を

も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
立
野
牧
が
勅
旨
牧
に
転
入
さ
れ
る
際
に
、
次
の
太
政
官
符

【
史
料
7
】
『
政
事
要
略
』
巻
ニ
―
―
-
、
年
中
行
事
、
八
月
下

太
政
官
符
武
蔵
国
司

応
下
立
野
牧
為
勅
旨
井
以
八
月
廿
五
日
歪
～
中
入
京
期
上
事
、

右
、
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
件
牧
宜
卜
為
二
勅
旨
一
、
即
蔭
孫
藤
原
道
行
充
二
其

別
当
一
、
毎
年
令
凡
ヵ
コ
飼
十
五
疋
御
馬
、
合
期
牽
貢
上
者
、
国
宜
二
承
知
、
依
レ

左
中
弁
藤
原
朝
臣

延
喜
九
年
十
月
一
日

左
少
史
酒
井
勝

右
の
太
政
官
符
に
よ
っ
て
、
立
野
牧
は
勅
旨
牧
に
転
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
立
野
牧
別
当
に
蔭
孫
藤
原
道
行
が
充
て
ら
れ
た
。
八
月
二
十
五
日
が

入
京
期
日
と
さ
れ
、
貢
上
数
は
十
五
疋
と
定
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
立
野
牧
に
み

ら
れ
る
「
元
十
五
疋
」
は
勅
旨
牧
に
転
入
さ
れ
た
当
初
の
貢
上
数
の
こ
と
で
あ

る
。
立
野
牧
の
「
式
、
立
野
廿
疋
、
元
十
五
疋
、
今
加
二
五
疋
＼
」
と
い
う
記
載

の
意
味
は
、
『
延
喜
式
』
で
の
貢
上
数
は
二
十
疋
で
あ
る
が
、
元
の
貢
上
数
は
十

五
疋
で
あ
り
、
後
に
五
疋
が
加
え
ら
れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
穂
坂
牧
の
「
元
州

疋
」
も
、
同
様
に
穂
坂
牧
が
勅
旨
牧
に
絹
入
さ
れ
た
当
初
の
貢
上
数
を
意
味
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
な
か
で
【
史
料
4
】
「
七
日
甲
斐
国
勅
旨
御
馬
事
」
の
真
衣
野
・
柏

(
7
)
 

前
牧
に
み
え
る
「
元
五
十
疋
」
に
は
検
討
す
べ
き
余
地
が
あ
る
。
【
史
料
4
】
の

（柏）

「
延
式
、
真
衣
野
、
相
前
両
牧
舟
疋
、
」
は
、
『
延
喜
左
右
馬
寮
式
』
年
貢
条
の
こ

と
で
あ
り
、
「
元
五
十
疋
」
は
『
延
喜
式
』
以
前
の
「
式
」
に
規
定
さ
れ
た
貢
上

数
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
真
衣
野
牧
・
柏
前
牧
の
駒
牽
に
つ
い
て
の
初
見
記
事

(
8
)
 

は
承
平
六
年
（
九
三
六
）
で
あ
り
、
『
延
喜
式
」
以
前
の
駒
牽
の
様
子
を
具
体
的

に
う
か
が
え
る
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
、
真
衣
野
牧
・
柏
前
牧
の
設
置
時

期
に
関
し
て
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
「
元
五
十
疋
」
が
、
『
弘

仁
式
』
・
『
貞
観
式
』
の
い
ず
れ
の
貢
上
数
で
あ
る
か
は
、
決
め
が
た
い
の
で
あ

る。
甲
斐
国
に
は
『
弘
仁
式
』
段
階
で
す
で
に
勅
旨
牧
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
『
弘

(
9
)
 

仁
式
』
段
階
で
成
立
し
て
い
た
牧
名
は
不
明
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』
で
は
、
甲
斐

宣
行
レ
之
、
符
到
奉
行
、
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国
に
は
勅
旨
牧
と
し
て
真
衣
野
牧
・
柏
前
牧
•
穂
坂
牧
の
三
牧
が
置
か
れ
て
い
た

(10) 

こ
と
が
み
え
る
。
三
牧
の
う
ち
穂
坂
牧
は
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
め
に
勅
旨
牧

に
編
入
さ
れ
た
牧
で
あ
り
、
『
弘
仁
式
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
勅
旨
牧

で
は
な
い
が
、
真
衣
野
牧
・
柏
前
牧
は
『
弘
仁
式
』
段
階
で
勅
旨
牧
と
し
て
成
立

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
延
喜
左
右
馬
寮
式
』
御
牧
条
を
詳
細
に
検
討
さ
れ

た
川
尻
秋
生
氏
は
、
真
衣
野
牧
・
柏
前
牧
が
『
弘
仁
式
』
に
規
定
さ
れ
て
い
た
勅

旨
牧
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
真
衣
野
牧
・
柏
前
牧

は
、
『
弘
仁
式
』
が
編
纂
さ
れ
た
頃
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
【
史

料
4
】
真
衣
野
牧
・
柏
前
牧
に
み
え
る
「
元
五
十
疋
」
は
、
『
弘
仁
式
』
に
規
定

さ
れ
た
貢
上
数
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章

庖
牧
令
駒
噴
条
に
よ
る
と
、
公
的
な
牧
で
飼
養
さ
れ
る
馬
牛
に
は
、
「
官
」
字

の
焼
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

【
史
料
8
】
厩
牧
令
駒
墳
条

凡
在
レ
牧
駒
積
、
至
二
歳
者
、
毎
年
九
月
、
国
司
共
牧
長
対
、
以
官
字

焼
印
に
つ
い
て

印
、
印
左
牌
上
＼
墳
印
右
牌
上
＼
並
印
詑
、
具
録
毛
色
歯
歳
、
為
―

簿
両
通
＼

一
通
留
レ
国
為
レ
案
、

毎
年
九
月
に
国
司
が
牧
に
赴
い
て
、
牧
長
と
と
も
に
二
歳
の
駒
．
憤
に
「
官
」

字
の
焼
印
が
捺
さ
れ
る
場
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
焼
印
を
馬
牛
に
捺

一
通
附
朝
集
使
、
申
太
政
官
＼

す
目
的
は
、
そ
の
馬
牛
の
所
有
を
示
す
こ
と
で
あ
り
、
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）

二
月
二
十
五
日
太
政
官
符
か
ら
は
、
百
姓
ま
で
が
焼
印
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
し

(12) 

ら
れ
る
。

【表 1】 『政事要略』にみえる焼印

式日 牧 名 焼印

8月7日
甲斐国勅旨諸牧

〔真衣野牧•穂坂牧〕

8月13日 武蔵国秩父牧 未

信濃国勅旨諸牧

〔山鹿牧• 塩原牧•岡屋牧•宮慮牧
8月15B • 平井豆牧・埴原牧•大室牧• 猪鹿 官

牧•大野牧• 萩乃倉牧• 笠原牧•高
位牧〕

8月17日 甲斐国穂坂牧 栗

8月20日 武蔵国小野牧 伝

8月23日 信濃国望月牧 牧

武蔵国勅旨諸牧
官

8月25日 〔石川牧・小川牧• 由比牧〕

武蔵国立野牧

上野国勅旨諸牧

〔利刈牧• 有馬嶋牧• 治尾牧・拝志
官

8月28日 牧• 久野牧• 市代牧•大藍牧•塩山
牧•新屋牧•小栗田牧•平沢牧〕

上野国封有牧 春

(13) 

『
政
事
要
略
』
に
は
勅
旨
牧
（
御
牧
）
ご
と
の
焼
印
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
『
政

事
要
略
』
に
み
え
る
焼
印
を
ま
と
め
た
の
が
、
次
の
【
表
l
】
で
あ
る
。
山
口
英

男
氏
は
、
『
政
事
要
略
』
に
み
え
る
焼
印
の
大
半
が
「
官
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

御
牧
が
従
来
か
ら
存
在
す
る
令
制
本
来
の
牧
を
御
牧
に
転
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
設
定
さ
れ
、
「
官
」
字
以
外
の
焼
印
を
持
つ
御
牧
は
、
新
設
御
牧
か
私
的
性
格

の
強
い
既
存
牧
（
後
院
牧
等
）
か
ら
転
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

(14) 

い
る
。『
政
事
要
略
』
に
み
え
る
焼
印
の
記
載
は
、
勅
旨
牧
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上

で
重
要
で
あ
る
が
、
『
政
事
要
略
」
に
は
小
野
牧
の
「
伝
」
の
よ
う
に
難
解
な
部

分
が
あ
る
。

『
新
撰
年
中
行
事
』
に
も
、
同
様
に
焼
印
の
記
載
が
あ
り
、
『
新
撰
年
中
行
事
』

-23-



②
穂
坂
牧
の
焼
印
の
文
字
を
、
『
政
事
要
略
』
は
「
栗
」
と
す
る
が
、
『
新
撰
年

中
行
事
』
は
「
粟
」
と
す
る
。

③
小
野
牧
の
焼
印
の
文
字
を
、
『
政
事
要
略
』
は
「
伝
」
と
す
る
が
、
『
新
撰
年

中
行
事
』
は
「
松
」
と
す
る
。

秩
父
牧
は
、
本
来
朱
雀
院
が
領
有
し
た
牧
で
あ
っ
た
が
、
承
平
三
年
（
九
三

(15) 

三
）
四
月
二
日
に
勅
旨
牧
に
編
入
さ
れ
た
。
秩
父
牧
の
焼
印
に
つ
い
て
は
、
『
政

中
行
事
』
は
「
朱
」
と
す
る
。

れ
る
。

に
み
え
る
焼
印
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
2
】
で
あ
る
。
【
表
l
】
と
【
表
2
】
を

比
較
す
る
と
、
『
政
事
要
略
』
と
『
新
撰
年
中
行
事
』
に
は
以
下
の
相
違
が
み
ら

①
秩
父
牧
の
焼
印
の
文
字
を
、
『
政
事
要
略
』
は
「
未
」
と
す
る
が
、
『
新
撰
年

【表2】 『新撰年中行事』にみえる焼印

式日 牧 名 焼印

8月7日
甲斐国勅旨諸牧

〔真衣野牧• 穂坂牧〕

8月13日 武蔵国秩父牧 朱

信濃国勅旨諸牧

〔山鹿牧•塩原牧• 岡屋牧• 宮慮牧
8月15日 • 平井豆牧・埴原牧• 大室牧・ 猪鹿 官

牧•大野牧• 萩倉牧• 笠原牧•新治
牧• 高位牧•長倉牧• 塩野牧〕

8月17日 甲斐国穂坂牧 未四

8月20日 武蔵国小野牧 松

8月23日 信濃国望月牧 牧

武蔵国勅旨諸牧
官

8月25日 〔石川牧• 小川牧• 由比牧〕

武蔵国立野牧

上野国勅旨諸牧

〔利刈牧• 有馬嶋牧• 治尾牧・拝志
官

8月28日 牧• 久野牧•市代牧•大藍牧• 塩山
牧•新屋牧〕

上野国有封牧 春

事
要
略
』
で
は
「
未
」
と
あ
り
、
そ
の
意
味
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
が
、
『
新
撰

年
中
行
事
」
に
よ
っ
て
、
秩
父
牧
の
焼
印
の
文
字
は
「
未
」
で
は
な
く
、
「
朱
」

(16) 

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
秩
父
牧
の
焼
印
の
文
字
で
あ
る

「
朱
」
は
、
秩
父
牧
が
勅
旨
牧
に
編
入
さ
れ
る
以
前
に
、
秩
父
牧
を
領
し
た
朱
雀

院
の
「
朱
」
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

秩
父
牧
の
例
か
ら
、
焼
印
の
文
字
に
は
そ
の
牧
が
勅
旨
牧
に
転
入
さ
れ
る
以
前

に
、
そ
の
牧
を
領
有
し
た
院
の
名
称
の
一
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
み
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
新
撰
年
中
行
事
」
に
お
い
て
焼
印
に

「
官
」
字
以
外
の
文
字
を
用
い
る
も
の
に
は
、
「
朱
」
〔
秩
父
牧
〕
・
「
粟
」
〔
穂
坂

牧
〕
．
「
松
」
〔
小
野
牧
〕
・
「
牧
」
〔
望
月
牧
〕
・
「
春
」
〔
有
封
牧
〕
が
あ
る
。
望
月

牧
の
「
牧
」
字
か
ら
は
、
勅
旨
牧
に
転
入
さ
れ
る
以
前
に
望
月
牧
を
領
し
た
院
を

推
測
し
が
た
い
が
、
穂
坂
牧
•
小
野
牧
·
有
封
牧
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
焼

印
の
文
字
か
ら
三
牧
を
領
し
た
院
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

武
蔵
国
小
野
牧
は
、
承
平
元
年
（
九
三
一
）
十
一
月
一
日
に
勅
旨
牧
に
転
入
さ

(17) 

れ
た
。
小
野
牧
の
焼
印
は
「
松
」
字
で
あ
る
。
「
松
」
の
字
を
院
の
名
称
に
持
つ

も
の
と
し
て
、
松
本
院
が
あ
げ
ら
れ
る
。

【
史
料
11
】
『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
（
八
三
三
）
三
月
甲
午
条

甲
午
、
天
皇
遷
レ
自
東
宮
、
権
御
一
松
本
院
、
遣
-
>
使
解
一
関
門
警
固
＼

仁
明
天
皇
が
、
東
宮
よ
り
遷
御
し
た
院
と
し
て
松
本
院
が
み
え
る
。
小
野
牧
は

(18) 

松
本
院
が
領
有
し
た
牧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
は
、
陽
成
上
皇
が

領
有
す
る
と
こ
ろ
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
史
料
12
】
『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
七
年
（
九
一
七
）
九
月
七
日
条

七
日
癸
丑
、
陽
成
院
以
一
武
蔵
国
小
野
牧
州
疋
一
引
進
給
、
天
皇
御
一
仁
寿
殿
―

御
覧
之
後
、
十
八
疋
返
コ
奉
彼
院
＼
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次
に
甲
斐
国
穂
坂
牧
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

【
史
料
13
】
『
政
事
要
略
』
所
引
『
西
宮
記
』
勘
物

（
延
喜
）

同
十
年
八
月
十
七
日
、
甲
斐
穂
坂
御
馬
舟
疋
牽
進
、
而
上
卿
不
レ
候
、
初
於
二

綾
綺
殿
前
宏
了
覧
之
後
、
為
レ
覧
走
之
遅
速
＼
御
二
南
殿
一
令
レ
馳
、
此
日
御

馬
一
二
疋
、
披
奉
仁
和
寺
＼
一
疋
給
東
宮
＼

【
史
料
14
】
『
政
事
要
略
』
所
引
『
西
宮
記
』
勘
物

〔

長

〕

（

21）

延
喜
五
年
八
月
廿
日
、
天
晴
、
貢
穂
坂
御
馬
舟
疋
、
即
被
レ
奉
中
六
条

院
一
、
御
覧
了
、
又
被
返
奉
一
、
大
納
言
仲
平
着
一
長
楽
門
外
東
腋
床
子

座
、
令
レ
取
二
御
馬
一
、
如
レ
例
、
〈
東
宮
亮
牽
云
冗
御
馬
后
り
版
路
＼
〉

延
喜
十
年
（
九
一

0
)

八
月
七
日
に
穂
坂
牧
の
御
馬
一
二
十
疋
が
牽
か
れ
て
く
る

と
、
御
馬
一
二
疋
を
仁
和
寺
に
奉
進
し
て
い
る
。
当
時
、
宇
多
上
皇
は
仁
和
寺
に
居

し
て
お
り
、
宇
多
上
皇
の
も
と
に
穂
坂
御
馬
が
奉
進
さ
れ
た
。
延
長
五
年
（
九
二

と
に
な
ろ
う
。

陽
成
上
皇
は
、
小
野
牧
の
御
馬
舟
疋
を
醍
醐
天
皇
に
奉
進
し
、
醍
醐
天
皇
が
仁

寿
殿
に
出
御
し
て
御
覧
じ
た
後
に
、
十
八
疋
の
御
馬
を
陽
成
院
に
返
奉
し
た
。
小

野
牧
と
陽
成
上
皇
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
小
野
牧
は
勅
旨
牧
に
編
入
さ
れ
る
以
前

に
は
陽
成
上
皇
が
領
す
る
牧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
江
談
抄
」

第
二
、
雑
事
に
「
陽
成
院
、
被
レ
飼
二
川
疋
御
馬
一
事
」
と
あ
る
ほ
ど
、
陽
成
上
皇

が
多
く
の
馬
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
て
い
る
。
陽
成
上
皇
が
そ
の
よ
う
に

多
く
の
馬
を
飼
養
す
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
当
時
陽
成
上
皇
が
所
有
し
て

い
た
冷
然
院
領
の
諸
牧
の
存
在
を
考
え
ら
れ
て
お
り
、
川
尻
秋
生
氏
は
小
野
牧
も

(20) 

冷
然
院
領
の
牧
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。
以
上
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
小
野

牧
は
は
じ
め
松
本
院
が
領
有
す
る
牧
で
あ
っ
た
が
、
後
に
松
本
院
か
ら
離
れ
て
冷

然
院
が
領
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
承
平
元
年
に
勅
旨
牧
へ
転
入
さ
れ
た
と
い
う
こ

る。
七
）
八
月
二
十
日
に
穂
坂
牧
の
御
馬
は
、
ま
ず
中
六
条
院
に
奉
じ
ら
れ
、
当
時
中

六
条
院
に
居
す
宇
多
上
皇
が
御
馬
を
御
覧
じ
た
後
に
、
醍
醐
天
皇
に
御
馬
が
返
さ

れ
て
、
そ
の
後
に
引
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
【
史
料
13
】
・
【
史
料
14
】
か
ら

は
、
穂
坂
牧
と
字
多
上
皇
と
の
間
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
確
認
で
き
、
穂
坂
牧
は

勅
旨
牧
に
編
入
さ
れ
る
以
前
に
は
、
宇
多
上
皇
が
領
し
た
牧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

(22) 

れ
て
い
る
。

さ
て
、
穂
坂
牧
の
焼
印
の
文
字
は
「
粟
」
で
あ
り
、
「
粟
」
字
を
用
い
る
院
と

(23) 

し
て
は
、
「
粟
田
院
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

【
史
料
15
】
『
扶
桑
略
記
』
元
慶
三
年
（
八
七
八
）
五
月
四
日
条

四
日
癸
巳
、
太
上
天
皇
遷
レ
自
一
清
和
院
一
、
御
―
粟
田
院
＼
即
是
右
大
臣
藤

原
朝
臣
基
経
之
山
荘
、
在
鴨
水
東
一
也
、
太
上
天
皇
留
心
於
空
寂
之
門
、

到
廟
於
清
閑
之
境
、
出
彼
桂
殿
、
入
此
松
庭
＼

【
史
料
16
】
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
三
月
十
一
二
日
条

十
三
日
辛
酉
、
勅
日
、
山
城
国
愛
宕
郡
粟
田
院
、
元
是
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣

之
山
庄
也
、
太
上
天
皇
超
二
其
清
閑
＼
覧
駐
仙
罪
一
、
遂
於
此
地
一
、
出
家

落
筋
、
俯
為
道
場
、
額
日
円
覚
寺
＼
…

粟
田
院
は
、
元
々
藤
原
基
経
が
鴨
川
の
東
に
有
し
て
い
た
山
荘
で
あ
っ
た
。
こ

の
山
荘
に
修
造
が
加
え
ら
れ
て
院
と
な
り
、
清
和
上
皇
が
清
和
院
よ
り
粟
田
院
に

遷
胤
し
た
。
清
和
上
皇
は
、
同
月
八
日
に
粟
田
院
に
お
い
て
落
飾
入
道
し
、
粟
田

院
は
道
場
と
な
り
、
円
覚
寺
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
清
和
天
皇
は

元
慶
四
年
十
二
月
四
日
に
円
覚
寺
に
お
い
て
崩
御
し
た
。
穂
坂
牧
は
、
牧
と
し
て

成
立
し
た
当
初
に
は
粟
田
院
領
の
牧
で
あ
っ
た
が
、
粟
田
院
が
円
覚
寺
に
転
じ
る

な
ど
の
変
化
を
経
た
の
ち
に
宇
多
上
皇
に
領
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
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第
三
章

『
新
撰
年
中
行
事
』
の
記
載
で
は
、
上
野
国
有
封
牧
の
焼
印
の
文
字
が
「
春
」

字
で
あ
っ
た
と
し
ら
れ
る
が
、
『
政
事
要
略
』
の
記
載
を
も
と
に
し
た
従
来
の
研

究
で
は
、
「
春
字
」
を
焼
印
の
記
載
と
は
み
な
し
て
い
な
い
。
ま
ず
、
当
該
部
分

の
『
政
事
要
略
』
を
引
用
し
よ
う
。

【
史
料
17
】
『
政
事
要
略
』
巻
二
三
、
年
中
行
事
、
八
月
下

廿
八
日
上
野
勅
旨
御
馬
事
、
〈
殿
上
侍
臣
井
小
舎
人
隔
年
給
レ
之
、
延
喜
七
、

八
年
例
、
頻
年
給
レ
之
、
小
舎
人
不
レ
拝
、
左
、
小
舎
人
、
官
字
、
諸
牧
五

(25) 

+
、
〈
橙
舟
、
繋
廿
、
〉
利
刈
、
有
馬
嶋
、
治
尾
、
拝
志
、
久
野
、
市
代
、
大

藍
、
塩
山
、
新
屋
、
封
有
、
〈
春
字
、
〉
小
栗
田
、
平
沢
、
已
上
十
四
牧
、
〉

従
来
の
研
究
で
は
、
「
封
有
」
の
下
に
書
か
れ
た
細
字
の
「
春
字
」
を
（
は
る

な
）
と
読
ん
で
―
つ
の
牧
と
し
て
、
榛
名
山
麓
地
域
に
置
か
れ
た
牧
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
の
に
は
、
「
已
上
十
四
牧
」
と
い
う
記
述
に

依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
政
事
要
略
』
に
は
、
『
延
喜
式
』
に

み
え
る
九
牧
以
外
に
「
封
有
、
〈
春
字
、
〉
小
栗
田
、
平
沢
、
」
を
載
せ
て
最
後
に

「
已
上
十
四
牧
」
と
記
述
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
『
政
事
要
略
』
は
十
一
―

牧
し
か
載
せ
て
お
ら
ず
、
十
四
の
牧
名
を
挙
げ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
不
足
を
補

う
た
め
に
「
封
有
」
の
細
字
で
あ
る
「
春
字
」
を
「
春
字
牧
」
と
し
て
み
て
も
十

三
牧
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
十
四
牧
に
は
届
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
春
字
」

(24) 

有
封
牧
の
焼
印
「
春
」
字
と
春
日
院

以
上
、
「
松
」
・
「
粟
」
の
焼
印
の
文
字
か
ら
、
勅
旨
牧
に
編
入
さ
れ
る
以
前
に

こ
れ
ら
の
牧
を
領
有
し
て
い
た
院
に
つ
い
て
想
定
し
て
き
た
が
、
「
春
」
字
に
つ

い
て
は
や
や
複
雑
な
問
題
が
あ
る
の
で
、
章
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

を
（
は
る
な
）
と
読
ん
で
―
つ
の
牧
と
す
る
説
は
、
説
得
力
に
か
け
る
も
の
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
次
に
当
該
部
分
の
『
新
撰
年
中
行
事
」
を
あ
げ
よ
う
。

【
史
料
18
】
『
新
撰
年
中
行
事
』
下
、
秋
、
八
月

廿
八
日
牽
上
野
勅
旨
御
馬
事
、
〈
式
舟
疋
、
五
十
疋
、
繋
飼
廿
疋
、
〈
件
繋

飼
解
文
、
上
覧
之
後
、
外
記
返
給
、
且
給
主
当
右
馬
寮
＼
令
レ
取
不
レ
奏
レ

之
、
〉
〉利
刈
、
有
馬
嶋
、
治
尾
、
拝
志
、
久
野
、
市
代
、
大
藍
、

塩
山
、
新
屋
等
也
、
但
有
封
牧
、
以
二
春
字
―
云
々
、

『
新
撰
年
中
行
事
』
に
は
、
『
延
喜
式
』
に
み
え
る
利
刈
牧
か
ら
新
屋
牧
ま
で
の

九
牧
を
列
挙
し
た
後
に
「
但
有
封
牧
、
以
―
―
春
字
一
云
々
、
」
と
あ
る
。
そ
の
意
味

は
有
封
牧
の
み
の
焼
印
が
「
春
」
字
で
あ
り
、
有
封
牧
の
焼
印
が
他
牧
の
焼
印
と

異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
有
封
牧
以
外
の
焼
印
に
つ
い
て
は
『
新

撰
年
中
行
事
」
に
み
え
な
い
が
、
【
史
料
17
】
に
は
「
官
字
」
と
あ
り
、
有
封
牧

以
外
の
牧
の
焼
印
は
「
官
」
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
政
事

要
略
』
の
「
封
有
」
の
下
の
細
字
で
書
か
れ
た
「
春
字
」
は
、
有
封
牧
の
焼
印
の

文
字
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
他
の
諸
牧
の
焼
印
の
文
字

が
「
官
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
有
封
牧
の
み
が
「
官
」
字
で
は
な
く
、
「
春
」

字
の
焼
印
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
「
春
」
字
が
有
封
牧
の
焼
印
に
関
す
る
記
載
で
あ
る

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
「
春
」
の
字
を
名
称
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
春

宮
坊
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
春
宮
坊
も
し
く
は
皇
太
子
が
用
い
る
御
馬
を
飼

養
す
る
主
馬
署
が
、
牧
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
。
皇

太
子
の
御
馬
の
調
達
方
法
に
つ
い
て
は
、
職
員
令
集
解
主
馬
署
条
朱
説
に
「
乗
馬

者
此
亦
大
司
馬
分
受
、
常
此
司
飼
養
耳
者
、
」
と
あ
り
、
大
司
馬
つ
ま
り
馬
寮
か
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ら
御
馬
を
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
も
し
、
春
宮
坊
あ
る
い
は
主
馬

署
が
独
自
の
牧
を
保
有
し
て
い
た
な
ら
ば
、
主
馬
署
が
馬
寮
か
ら
御
馬
を
支
給
さ

れ
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
封
牧
が
春
宮
坊
の
領
有

す
る
牧
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

次
に
「
春
」
の
字
を
名
称
に
用
い
た
院
と
し
て
光
仁
天
皇
皇
女
酒
人
内
親
王
の

「
春
日
院
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

【
史
料
19
】
『
性
霊
集
』
巻
四

為
酒
人
内
公
主
遺
言
、

吾
告
式
部
卿
、
大
蔵
卿
、
安
勅
三
箇
親
王
一
也
、
…
猶
子
之
義
、
礼
家
所
レ

貴
、
所
以
取
三
箇
親
王
一
、
以
為
男
女
、
慎
レ
終
之
道
、
一
任
三
子
＼

…
追
福
之
斎
、
存
日
修
了
、
若
事
不
レ
得
レ
已
者
、
於
一
春
日
院
へ
転
一
七
七

経
、
固
忌
則
東
大
寺
、
所
有
田
宅
林
牧
等
類
、
班
I

充
一
二
箇
親
王
、
及
春
養

僧
仁
主
、
自
外
随
レ
労
、
分
訟
和
家
司
僕
嬬
等
一
、
而
已
、
亡
姑
告
、

弘
仁
十
四
年
正
月
廿
日

【
史
料
19
】
は
、
酒
人
内
親
王
が
空
海
に
依
頼
し
て
作
成
さ
れ
た
遺
言
状
で
あ

り
、
酒
人
内
親
王
は
七
七
の
経
を
春
日
院
に
お
い
て
転
じ
、
周
忌
を
東
大
寺
に
て

(27) 

行
う
よ
う
に
と
一
二
親
王
に
託
し
て
い
る
。

酒
人
内
親
王
は
、
父
を
光
仁
天
皇
（
白
壁
王
）
、
母
を
井
上
内
親
王
に
も
つ
人

物
で
あ
る
（
【
系
図
】
参
照
）
。
母
の
井
上
内
親
王
は
聖
武
天
皇
第
一
皇
女
で
あ

り
、
養
老
五
年
（
九
三
五
）
九
月
乙
卯
に
斎
王
に
卜
定
さ
れ
、
神
亀
四
年
（
七
二

七
）
九
月
壬
申
に
伊
勢
へ
下
向
し
た
。
斎
王
退
下
後
に
井
上
内
親
王
は
白
壁
王

（
光
仁
天
皇
）
に
嫁
ぎ
、
他
戸
親
王
・
酒
人
内
親
王
を
産
ん
だ
。
宝
亀
元
年
（
七

七
0
)
十
月
己
丑
朔
に
白
壁
王
が
即
位
し
、
井
上
内
親
王
も
十
一
月
甲
子
に
立
后

さ
れ
た
。
し
か
し
、
宝
亀
三
年
（
七
七
―
-
）
年
三
月
癸
巳
に
巫
盪
に
坐
し
て
廃
后

一
首

。
、つ さ

れ
、
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
四
月
己
丑
に
他
戸
親
王
と
と
も
に
卒
去
し
た
。

井
上
内
親
王
の
娘
で
あ
る
酒
人
内
親
王
も
、
宝
亀
三
年
（
七
七
一
―
-
）
十
一
月
己

丑
に
斎
王
に
卜
定
さ
れ
、
宝
亀
五
年
九
月
己
亥
に
伊
勢
へ
下
向
し
た
。
酒
人
内
親

王
は
斎
王
を
退
下
し
た
後
に
、
異
母
兄
で
あ
る
桓
武
天
皇
の
妃
と
な
り
、
朝
原
内

親
王
を
も
う
け
て
い
る
。

酒
人
内
親
王
が
周
忌
を
行
う
場
と
し
て
選
ん
だ
東
大
寺
は
、
聖
武
天
皇
の
御
願

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
寺
で
あ
り
、
酒
人
内
親
王
は
そ
の
聖
武
天
皇
の
孫
に
あ
た

る
。
ま
た
、
酒
人
内
親
王
と
東
大
寺
の
間
に
は
、
酒
人
内
親
王
の
血
統
以
外
に
も

深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
酒
人
内
毅
王
は
、
弘
仁
九
年
（
八
一

八
）
三
月
二
十
七
日
に
、
弘
仁
八
年
四
月
甲
寅
に
甍
去
し
た
娘
の
朝
原
内
親
王
が

所
有
し
た
経
典
・
所
領
・
装
束
な
ど
を
朝
原
内
親
王
の
遺
訣
に
し
た
が
っ
て
東
大

寺
に
施
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
酒
人
内
親
王
の
甍
伝
に
「
常
於
二
東
大
寺
石
2

二万

(29) 

燈
之
会
ー
、
以
為
身
後
之
資
一
、
細
徒
普
之
、
」
と
あ
り
、
酒
人
内
親
王
が
東
大
寺

に
お
い
て
万
燈
会
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
酒
人
内
親
王
と
東
大
寺
と
の
間
に
は
深
い
つ
な
が
り
が
み
ら

れ
、
酒
人
内
親
王
が
「
周
忌
則
東
大
寺
、
」
と
述
べ
た
の
に
は
、
酒
人
内
親
王
が

東
大
寺
を
建
立
し
た
聖
武
天
皇
に
つ
ら
な
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
や
そ
の
血
縁
に

よ
っ
た
生
前
の
酒
人
内
親
王
と
東
大
寺
と
の
関
わ
り
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ

次
に
七
七
の
経
を
講
じ
る
場
と
さ
れ
た
「
春
日
院
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
。
こ
の
「
春
日
院
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
三
教
指
蹄
・
性
霊

集
』
の
頭
注
に
「
興
福
寺
（
今
の
奈
良
市
登
大
路
町
）
。
南
都
七
大
寺
の
一
。
法

(30) 

相
宗
の
本
山
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
春
日
院
を
興
福
寺
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
疑
問
が
残
る
。
興
福
寺
と
酒
人
内
親
王
と
の
間
に
は
、
酒
人
内
親
王
と
東
大
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寺
の
間
に
み
え
た
よ
う
な
つ
な
が
り
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
酒
人
内
親
王

が
死
後
の
法
要
を
行
う
場
所
に
ゆ
か
り
の
薄
い
典
福
寺
を
選
択
し
た
と
は
想
像
し

が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
性
霊
集
』
に
み
え
る
「
春
日
院
」
は
、
興
福
寺
の
こ

と
で
は
な
く
、
酒
人
内
親
王
が
所
有
す
る
院
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

春
日
院
が
酒
人
内
親
王
の
所
有
す
る
院
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
と
関
連
し

て
、
春
日
離
宮
や
東
大
寺
所
領
の
春
日
庄
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

(31) 

Tヽ

Q
 

¥
v
 

古
代
の
春
日
の
地
は
、
古
く
か
ら
天
皇
家
と
強
い
つ
な
が
り
を
有
す
る
土
地
で

あ
り
、
春
日
に
は
春
日
離
宮
・
高
円
離
宮
・
施
基
親
王
の
春
日
宮
・
長
屋
王
の
春

(32) 

日
宮
な
ど
の
宮
が
営
ま
れ
た
。
春
日
離
宮
の
存
在
は
、
和
銅
元
年
（
七
0
八
）
九

月
己
酉
に
元
明
天
皇
が
当
宮
に
行
幸
し
た
こ
と
か
ら
し
ら
れ
る
。
ま
た
、
藤
原
宮

(33) 

跡
•
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
や
天
平
勝
宝
二
歳
（
七
五

0
)
二
月
二
十
四

(34) 

日
官
奴
司
解
か
ら
は
春
日
村
に
居
住
す
る
奴
婢
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
奴
婢

は
、
春
日
村
に
居
住
し
て
、
春
日
離
宮
を
は
じ
め
と
し
て
藤
原
宮
•
平
城
宮
に
出

仕
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

春
日
庄
は
、
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
に
東
大
寺
に
勅
施
入
さ
れ
て
成
立
し

(36) 

た
庄
園
で
あ
る
。
当
地
が
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
た
目
的
は
、
天
平
勝
宝
八
歳
五
月

二
日
に
崩
御
し
た
聖
武
太
上
天
皇
の
菩
提
を
と
む
ら
う
た
め
で
あ
り
、
正
暦
一
一
年

（
九
九
一
）
三
月
十
二
日
付
「
大
和
国
使
牒
」
に
よ
る
と
、
当
庄
は
聖
武
天
皇
の

(37) 

国
忌
御
斎
会
の
料
田
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
春
日
庄
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

(38) 

【
史
料
20
】
寛
弘
九
年

(
1
0
1
＝
-
）
八
月
二
十
七
日
付
「
東
大
寺
所
司
等
解
」

…
抑
件
庄
者
、
聖
霊
御
宇
之
時
別
宮
也
、
…

春
日
庄
は
、
聖
霊
、
つ
ま
り
聖
武
天
皇
の
時
の
別
宮
が
置
か
れ
て
い
た
地
で
あ

つ。 る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
別
宮
の
名
称
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
別
宮
が

置
か
れ
て
い
た
土
地
が
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
て
春
日
庄
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
別
宮
は
春
日
離
宮
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
聖
武
天
皇
と
春
日
離

宮
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
万
葉
集
」
に
み
え
る

聖
武
天
皇
と
ゆ
か
り
の
深
い
高
円
離
宮
が
春
日
離
宮
と
同
一
の
宮
と
考
え
ら
れ
て

(39) 

お
り
、
こ
の
別
宮
は
春
日
離
宮
（
高
円
離
宮
）
の
こ
と
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い

よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
春
日
離
宮
は
和
銅
一
一
年
以
前
に
成
立
し
、
元
明

天
皇
・
聖
武
天
皇
な
ど
が
当
宮
に
行
幸
し
た
。
天
平
勝
宝
八
歳
五
月
二
日
に
聖
武

太
上
天
皇
が
崩
御
す
る
と
、
そ
の
冥
福
を
祈
っ
て
春
日
離
宮
や
離
宮
に
附
属
す
る

周
辺
の
土
地
が
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
て
、
春
日
庄
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

次
の
【
史
料
21
】
の
内
容
も
春
日
庄
の
成
立
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

(40) 

【
史
料
21
】
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
六
月
十
五
日
付
「
勅
旨
所
牒
」

勅
旨
所
牒
東
大
寺
一
二
綱

地
壱
町
参
段
、
〈
在
春
日
酒
殿
東
院
、
天
平
勝
宝
八
歳
図
所
載
、
〉

牒
、
被
内
侍
司
典
侍
従
四
位
上
和
気
朝
臣
宣
―
伯
、
依
二
件
図
所
レ
載
之
数
―

施
~
入
東
大
寺
＼
―
―
一
綱
承
知
、
依
レ
宣
勘
受
、
便
可
二
牒
報
一
、
今
、
以
レ
状

牒
‘
々
至
准
レ
状
、
故
牒
、

延
暦
八
年
六
月
十
五
日

勅
旨
所
牒
に
よ
れ
ば
、
天
平
勝
宝
八
歳
図
に
載
せ
る
所
の
数
に
依
っ
て
、
地
一

町
三
段
を
東
大
寺
に
施
入
し
た
と
い
う
。

角
田
文
衛
氏
は
、
右
に
み
え
る
「
天
平
勝
宝
八
歳
図
」
を
「
東
大
寺
山
堺
四
至

図
」
で
あ
る
と
し
、
「
春
日
酒
殿
東
院
」
を
春
日
神
社
の
神
地
の
東
隣
の
境
域
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（
空
閑
地
）
と
解
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
院
を
空
閑
地
と
さ
れ
て
、
建
物
群

と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。

治
五
年
（
―
-
三

0
)

三
月
十
三
日
付
「
東
大
寺
諸
国
庄
々
文
書
井
絵
図
等
目

録
」
に
み
え
る
文
図
の
こ
と
と
さ
れ
、
「
春
日
酒
殿
」
を
春
日
離
宮
の
施
設
と
み

(42) 

な
さ
れ
て
い
る
。
吉
川
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
春
日
酒
殿
」
は
春
日
離
宮
の

【
史
料
20
】
な
ど
に
よ
っ
て
春
日
離
宮
や
そ
の
周
辺
の
土
地
の
全
て
が
東
大
寺

に
施
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、
【
史
料
2
1
】
か
ら
は
延
暦
八
年
に
い
た
っ

て
も
な
お
―
町
三
段
の
土
地
が
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
ず
に
天
皇
家
の
私
領
と
し
て

残
さ
れ
て
い
た
現
状
が
し
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
平
勝
宝
八
歳
に
春
日
離
宮

全
体
が
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
た
と
必
ず
し
も
考
え
る
必
要
は
な
く
、
春
日
離
宮
や

離
宮
に
附
属
す
る
土
地
の
一
部
は
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
た
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
、
吉
川
真
司
氏
は
、
「
天
平
勝
宝
八
歳
図
」
を
大

そ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
が
、
酒
人
内
親
王
の
春
日
院
と
春
日
離
宮
と
の
関
わ

り
で
あ
る
。
酒
人
内
親
王
の
春
日
院
は
こ
の
春
日
離
宮
の
一
部
や
施
基
親
王
の
春

日
宮
を
伝
領
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
酒
人
内
親
王
は
、
春

日
離
宮
（
高
円
離
宮
）
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
す
る
聖
武
天
皇
の
孫
で
あ
り
、
ま

た
春
日
宮
天
皇
と
称
さ
れ
た
施
基
親
王
の
孫
に
も
あ
た
る
。
二
人
の
祖
父
は
い
ず

れ
も
春
日
の
地
に
宮
を
有
し
た
人
物
で
あ
り
、
酒
人
内
親
王
が
春
日
院
を
所
有
す

る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
二
人
の
祖
父
が
有
し
た
春
日
の
宮
の
存
在
を
考
慮
に
い

(43) 

れ
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
再
び
【
史
料
19
】
に
話
を
戻
し
た
い
。
『
性
霊
集
』
の
最
後
の
部
分

に
注
意
す
べ
き
記
述
が
み
ら
れ
る
。
酒
人
内
親
王
が
自
ら
の
死
後
の
所
領
処
分
に

つ
い
て
述
べ
た
部
分
に
、
所
領
の
―
つ
に
牧
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
酒
人
内
毅
王

施
設
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

お

わ

り

に

わ
れ
る
。

家
が
牧
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る

と
、
「
春
」
字
を
焼
印
に
用
い
る
有
封
牧
は
、
か
つ
て
は
酒
人
内
親
王
家
の
「
春

日
院
」
に
所
属
す
る
牧
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
有
封
牧
の
焼
印
の
「
春
」

字
は
、
「
春
日
院
」
の
「
春
」
字
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
酒
人
内
親
王
の
春
日
院
に
は
、
施
基
親
王
の
春
日
宮
や
聖
武
天
皇
の
春
日
離

宮
を
伝
領
し
て
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
封
牧
は
春
日
宮
や
春
日

離
宮
が
領
有
し
た
牧
で
あ
っ
た
と
い
う
推
定
も
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思

以
上
、
『
新
撰
年
中
行
事
』
に
み
え
る
記
載
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。

(
-
）
『
新
撰
年
中
行
事
』
に
は
御
馬
の
貢
上
数
に
つ
い
て
「

O
疋
、
元

O
疋、」

と
い
う
記
載
が
四
カ
所
あ
る
。
「

O
疋
」
は
『
延
喜
式
』
の
貢
上
数
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
「
元

O
疋
」
は
そ
れ
以
前
の
式
に
規
定
さ
れ
た
貢
上
数
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。
八
月
七
日
の
甲
斐
勅
旨
御
馬
事
に
み
え
る
「
元
五
十
疋
」
•
十
五
日
の
信

濃
勅
旨
御
馬
事
の
「
元
八
十
疋
」
は
、
『
弘
仁
式
』
の
貢
上
数
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
穂
坂
牧
•
立
野
牧
に
も
そ
れ
ぞ
れ
「
元
舟
疋
」
．
「
元
十
五
疋
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
記
載
は
両
牧
が
勅
旨
牧
に
編
入
さ
れ
た
当
初
の
貢
上
数
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
二
）
『
新
撰
年
中
行
事
』
に
み
ら
れ
る
焼
印
に
は
、
「
官
」
字
と
「
官
」
字
以
外

の
「
朱
」
〔
秩
父
牧
〕
・
「
牧
」
〔
望
月
牧
〕
・
「
粟
」
〔
穂
坂
牧
〕
・
「
松
」
〔
小
野
牧
〕

•
「
春
」
〔
有
封
牧
〕
が
あ
る
。
秩
父
牧
の
例
か
ら
、
焼
印
の
文
字
に
は
馬
寮
の
勅
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【
系
図
】

旨
牧
に
編
入
さ
れ
る
以
前
に
そ
の
牧
を
所
有
し
て
い
た
院
の
名
称
の
一
字
を
用
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
穂
坂
牧
の
焼
印
の
「
粟
」
字
か
ら
穂
坂
牧
は
粟
田
院

が
領
有
し
た
牧
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
焼
印
に
「
松
」

の
字
を
用
い
ら
れ
た
小
野

牧
は
、
は
じ
め
松
本
院
が
領
す
る
牧
で
あ
っ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

（
三
）
「
春
字
」
に
つ
い
て
は
、
『
政
事
要
略
』
を
も
と
に
し
た
従
来
の
研
究
で

は
、
「
春
字
」
を
焼
印
の
文
字
と
は
み
な
さ
ず
、
「
春
字
」
（
は
る
な
）
と
読
ん
で

榛
名
山
麓
に
置
か
れ
た
牧
名
の
記
述
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
『
新
撰
年

中
行
事
』
の
記
載
か
ら
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な
く
、
「
春
」
字

が
有
封
牧
の
焼
印
の
記
載
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
春
」
字
の
焼
印

を
用
い
る
有
封
牧
は
、
酒
人
内
親
王
の
春
日
院
領
の
牧
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

天
智
天
皇
|
—
施
基
親
王

高
野
新
笠
，

桓

武

天

皇

光

仁

天

皇

／

朝

原

内

親

王

県
大

ll井
0
ロ

天
武
天
皇
草
壁
親
王
|
—
聖
武
天
皇

，

孝

謙

天

皇

藤
原
光
明
子

3
 

(
2
 

主＿＿―-ロ(
1
 

以
上
、
『
新
撰
年
中
行
事
』
の
駒
牽
記
事
に
み
え
る
貢
上
数
・
焼
印
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
て
き
た
。
大
方
の
ご
批
判
と
ご
叱
正
を
お
願
い
す
る
。

『
政
事
要
略
』
に
み
え
る
焼
印
に
つ
い
て
は
、
西
岡
虎
之
助
「
武
士
階
級
結
成
の

一
要
因
と
し
て
の
『
牧
』
の
発
展
」
（
『
史
学
雑
誌
』
四

0
ー
三
•
五
•
七
・

八
、
一
九
―
一
五
年
。
の
ち
『
荘
園
史
の
研
究
」
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
―
―
一
年

に
再
録
）
、
山
口
英
男
「
八
・
九
世
紀
の
牧
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
五
ー

一
、
一
九
八
六
年
）
、
「
駒
牽
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
古
代
史
研
究
』
六
、
一
九
八

七
年
。
の
ち
「
八
月
駒
牽
」
と
改
題
し
て
『
古
代
国
家
と
年
中
行
事
」
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
三
年
に
再
録
）
、
川
尻
秋
生
R
「
院
と
東
国
ー
院
牧
を
中
心
に
し

て
ー
」
（
千
葉
歴
史
学
会
編
『
古
代
国
家
と
東
国
社
会
』
高
階
書
店
、
一
九
九
四

年
。
の
ち
『
古
代
東
国
史
の
基
礎
的
研
究
』
塙
書
房
、
―

1
0
0
1
―
一
年
）
、
川
尻
秋

生
⑪
「
御
牧
制
に
つ
い
て
ー
貞
観
馬
寮
式
御
牧
条
の
検
討
を
中
心
と
し
て
ー
」

（
『
山
梨
県
史
研
究
』
七
、
一
九
九
九
年
。
の
ち
『
古
代
東
国
史
の
基
礎
的
研
究
」

塙
書
房
‘
I

]
0
0
1
―
―
年
に
再
録
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
発
掘
調
査
に
伴
い
出

土
し
た
焼
印
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
研
究
に
高
島
英
之
「
古
代
の
焼
印
に
つ

い
て
の
覚
書
」
（
『
古
代
史
研
究
」
―
一
、
一
九
九
二
年
。
の
ち
「
古
代
の
焼
印
」

と
改
題
し
て
『
古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
（
東
京
堂
出
版
、
―

1
0
0
0
年
に

再
録
）
が
あ
る
。

『
政
事
要
略
』
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
押
部
住
周
「
政
事
要
略
の
写
本
に
関
す
る

基
礎
的
考
察
」
（
『
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
紀
要
」
ニ
ー
五
、
一
九
八
一
一
年
）

を
参
照
。

西
本
昌
弘
「
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
二
冊
本
『
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
ー
伝
存
し

て
い
た
藤
原
行
成
の
『
新
撰
年
中
行
事
』
ー
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
〇
七
ー
ニ
、
一

と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

酒
人
内
親
王
の
春
日
院
は
、
施
基
親
王
の
春
日
宮
や
聖
武
天
皇
の
春
日
離
宮
と
の

関
わ
り
が
想
定
さ
れ
、
有
封
牧
は
春
日
宮
や
春
日
離
宮
が
領
有
す
る
牧
で
あ
っ
た
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7
)
 

(
6
)
 

5
)
 

(
4
)
 
九
九
八
年
）
。

『
政
事
要
略
」
巻
一
一
三
、
年
中
行
事
、
八
月
下

十
五
日
牽
二
信
濃
勅
旨
御
馬
一
事
、
〈
口
ロ
、
此
中
有
二
十
五
牧
一
、
左
、
官
字
、

諸
牧
六
十
、
元
八
十
、
〉

山
鹿
、
塩
原
、
岡
屋
、
宮
虞
、
乎
井
弓
一
、
埴
原
、
大
室
、
猪
鹿
、
大
野
、
萩

乃
倉
、
笠
原
、
高
位

『
弘
仁
式
』
・
『
貞
観
式
』
の
撰
進
・
施
行
な
ど
に
つ
い
て
は
、
虎
尾
俊
哉
『
延
喜

式
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
、
鎌
田
元
一
「
弘
仁
格
式
の
撰
進
・
施
行

に
つ
い
て
」
（
大
阪
歴
史
学
会
編
『
古
代
国
家
の
形
成
と
展
開
』
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
六
年
）
、
川
尻
秋
生
「
『
弘
仁
格
抄
』
の
特
質
」
（
皆
川
完
一
•
山
本

信
吉
編
『
国
史
大
系
書
目
解
題
」
下
、
吉
川
弘
文
館
、
二

0

0
一
年
。
の
ち
『
日

本
古
代
の
格
と
資
材
帳
』
吉
川
弘
文
館
、
二
0

0
―
二
年
に
再
録
）
な
ど
を
参
照
。

川
尻
秋
生
®
論
文
三
九
一
―
•
三
九
三
頁
。
ま
た
、
大
日
方
克
己
氏
は
穂
坂
牧
が

勅
旨
牧
に
編
入
さ
れ
た
時
期
を
延
喜
四
年
か
ら
同
十
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
（
大

日
方
克
己
註

(
l
)
論
文
―
四
0
頁）。

『
政
事
要
略
」
巻
ニ
―
一
、
年
中
行
事
、
八
月
に
「
七
日
牽
二
甲
斐
勅
旨
御
馬
一
事
、

〈
真
衣
野
、
日
枚
也
、
柏
前
、
左
主
当
、
〉
」
と
あ
る
が
、
『
政
事
要
略
」
に
は
、

『
新
撰
年
中
行
事
』
に
み
ら
れ
る
「
元
五
十
疋
」
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い
。
i

則
田

育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
西
宮
記
』
大
永
本
、
巻
一
二
、
八
月
、
駒
牽
事
、
勘

物
に
は
「
七
日
甲
斐
国
真
衣
野
拍
前
、
舟
疋
、
〈
元
五
十
、
左
主
当
、
〉
」
と
あ

り
、
『
新
撰
年
中
行
事
』
と
同
様
に
「
元
五
十
疋
」
を
載
せ
る
。

『
本
朝
世
紀
』
天
慶
元
年
（
九
一
二
八
）
八
月
七
日
辛
巳
条
に
「
天
慶
元
年
八
月
七

日
、
辛
巳
、
天
晴
、
…
是
日
、
甲
斐
国
真
衣
野
、
柏
前
両
牧
御
馬
廿
疋
牽
進
、

…
子
時
左
馬
寮
申
云
、
件
牧
御
馬
、
去
承
平
六
年
牽
進
、
…
」
と
あ
り
、
承
平

六
年
に
真
衣
野
牧
・
柏
前
牧
の
駒
牽
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。
『
樗
嚢
抄
』

駒
引
、
人
々
不
参
に
「
承
平
元
八
七
、
〈
甲
斐
、
監
牧
不
参
、
付
二
右
兵
志
之

貰
、
無
例
事
也
、
」
と
あ
り
、
式
日
や
甲
斐
国
か
ら
の
駒
牽
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
真
衣
野
牧
・
柏
前
牧
の
駒
牽
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は

真
衣
野
牧
・
柏
前
牧
の
駒
牽
で
あ
る
と
明
記
し
た
『
本
朝
世
紀
』
の
記
載
を
初

見
記
事
と
し
た
。

_,-.._ 
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(13) 

(
9
)
 
『
弘
仁
主
税
寮
式
」
断
簡

凡
諸
国
牧
馬
入
京
路
次
飼
株
者
、
甲
斐
、
武
蔵
等
国
、
疋
別
日
四
把
、
侶

濃
、
上
野
等
国
一
束
、
並
日
行
二
-
駅
＼
遣
一
父
馬
孟
笠
偲
此
、
其
長
牽
馬

者
、
不
レ
在
此
限
、

『
延
喜
左
右
馬
寮
式
」
御
牧
条

川
尻
秋
生
⑧
註

(
1
)
論
文
―
―
―
六
九
頁
。

『
類
緊
三
代
格
」
巻
十
七
、
延
暦
十
五
年
二
月
二
十
五
日
太
政
官
符

左
右
馬
寮
の
所
管
牧
は
、
『
延
喜
式
』
で
は
「
御
牧
」
と
さ
れ
、
『
西
宮
記
』
．

『
政
事
要
略
」
な
ど
で
は
「
勅
旨
牧
」
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
史
料
に

よ
っ
て
は
、
御
牧
と
も
勅
旨
牧
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
御
牧
と
勅
旨
牧
は

同
一
の
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
「
勅
旨
牧
」
を
用
い
た
。

山
口
英
男
註

(
l
)論
文
二
七
．
―
-
八
頁
‘
-
―
1
0
•
三
一
頁
註

(
2
4
)

。

『
政
事
要
略
』
巻
二
二
、
年
中
行
事
、
八
月
下
、
八
月
十
一
―

-
H
武
蔵
秩
父
御
馬
事

秩
父
牧
に
つ
い
て
は
、
上
田
直
鎮
「
平
安
中
期
の
武
蔵
国
司
」
（
『
府
中
市
史
史

料
集
』
一
三
、
一
九
六
六
年
。
の
ち
『
古
代
の
武
蔵
を
読
む
」
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
年
に
再
録
）
一
五
八
頁
I
一
六
0
頁
、
大
日
方
克
己
註

(
l
)
論
文

―
四
六
•
一
四
七
頁
、
川
尻
秋
生
®
註

(
1
)論
文
三
八
四
1
-
―
―
九
一
頁
、
な

ど
が
言
及
し
て
い
る
。

磯
貝
正
義
「
総
説
」
（
『
山
梨
県
史
」
資
料
絹
一
―
-
、
二

0

0
一
年
）
二
五
頁
。
ま

た
、
『
山
梨
県
史
』
資
料
編
一
―
一
に
は
、
「
駒
牽
関
係
史
料
」
（
山
口
英
男
編
）
が
収

め
ら
れ
て
お
り
、
『
新
撰
年
中
行
事
』
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
政
事
要
略
』
巻
二
十
三
、
年
中
行
事
、
八
月
下
、
八
月
廿
八
日
武
蔵
小
野
御
馬
事

松
本
院
以
外
に
も
、
「
松
」
の
字
を
院
の
名
称
に
持
つ
も
の
と
し
て
、
松
院
が
あ

る
。
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
四
月
十
九
日
条
に
「
丑
刻
、

淳
和
院
失
レ
火
、
…
是
夜
淳
和
太
皇
太
后
御
手
糸
車
こ
ザ
宮
、
避
二
火
災
於
松

院
、
〈
在
院
西
南
、
〉
」
と
あ
り
、
淳
和
院
の
火
災
に
際
し
て
淳
和
太
皇
太
后

正
子
内
親
王
が
淳
和
院
の
西
南
に
あ
っ
た
松
院
に
避
難
し
て
い
る
。
本
条
か
ら

は
松
院
が
淳
和
院
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
し
ら
れ
、
淳
和
院
内
に
あ
る
松
院
が
独

自
に
牧
を
保
有
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

大
日
方
克
己
註

(
1
)
論
文
―
四
七
頁
。
川
尻
秋
生
R
註

(
1
)
論
文
―
―
―
八
七
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(20) 

(21) 

(22) 

ー
―
二
八
九
頁
。

川
尻
秋
生
R
註

(
l
)
論
文
三
八
九
頁
。

川
尻
秋
生
R
註

(
1
)
論
文
四
一
六
頁
註

(37)

大
日
方
克
己
註

(
1
)
論
文
―
四
八
頁
。
川
尻
秋
生
R
註

(
1
)
論
文
三
九
―
―

•
三
九
―
―
―
頁
。

『
拾
芥
抄
』
下
、
諸
寺
部
に
「
円
覚
寺
、
〈
北
白
河
、
〉
」
と
み
え
、
円
覚
寺
つ
ま

り
粟
田
院
は
北
白
河
に
あ
っ
た
と
い
う
。
粟
田
院
の
所
在
地
な
ど
に
つ
い
て

は
、
角
田
文
衛
氏
が
粟
田
寺
を
検
討
さ
れ
る
過
程
で
考
証
さ
れ
て
い
る
（
角
田

文
衛
「
北
白
川
廃
寺
の
諸
問
題
」
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
「
日
本
古
文
化
論

孜
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
0
年
。
の
ち
『
王
朝
の
残
映
』
東
京
堂
出
版
、
一

九
九
―
一
年
再
録
）
。

『
政
事
要
略
』
で
は
「
封
有
」
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
『
新
撰
年
中
行
事
」
に
み

え
る
「
有
封
」
と
し
た
。

国
史
大
系
本
『
政
事
要
略
』
の
頭
注
に
「
沼
、
原
作
治
、
拠
延
喜
式
改
」
と
あ

る
。
国
史
大
系
本
『
延
喜
左
右
馬
寮
式
」
御
牧
条
に
「
沼
尾
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
『
政
事
要
略
』
で
は
「
治
」
を
「
沼
」
に
改
め
た
と
い
う
。
し
か
し
、
良
質

な
写
本
と
さ
れ
る
土
御
門
本
『
延
喜
式
』
に
は
「
治
尾
」
と
し
て
「
ハ
リ
オ
」

と
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
い
る
（
館
蔵
史
料
編
集
会
絹
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

蔵
貴
重
典
籍
叢
書
」
歴
史
編
第
十
八
巻
〈
延
喜
式
七
〉
―
四
三
頁
）
。
『
新
撰

年
中
行
事
」
も
「
治
尾
」
と
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
沼
尾
」
で
は
な
く
、

「
治
尾
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
、
本
稿
で
は
、
「
治
」
と
し
た
。
土
御
門
本
『
延

喜
式
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
田
島
公
氏
の
研
究
を
参
照
し
た
（
田
島
公
「
土

御
門
本
『
延
喜
式
』
覚
書
」
門
脇
禎
―
一
編
『
日
本
古
代
国
家
の
展
開
」
下
、
思

文
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）
。

前
沢
和
之
「
上
野
国
の
馬
と
牧
」
（
『
群
馬
県
史
』
通
史
編
―
一
、
一
九
九
一
年
）

五
九
六
•
五
九
七
頁
。
高
島
英
之
「
古
代
上
野
国
の
牧
」
（
山
梨
県
考
古
学
協
会

編
『
古
代
の
牧
と
考
古
学
』
―

1
0
0
一
年
）
九
九
頁
。

三
親
王
の
う
ち
、
当
時
式
部
卿
・
大
蔵
卿
の
任
に
あ
っ
た
親
王
に
つ
い
て
は

『
日
本
後
紀
』
の
逸
失
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
『
性
霊
集
便
蒙
』
が

引
用
す
る
「
歴
代
集
」
に
よ
れ
ば
、
式
部
卿
は
佐
味
親
王
の
こ
と
で
あ
り
、
大

,-__ 
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蔵
卿
は
万
多
親
王
の
こ
と
で
あ
る
。

『
平
安
遺
文
』
一
ー
四
五
号
。
弘
仁
九
年
―
―
―
月
廿
七
日
酒
人
内
親
王
家
施
入
帳

（
以
下
、
施
入
帳
と
す
る
。
）
。
「
施
入
帳
」
は
、
第
五
五
回
正
倉
院
展
に
出
陳
さ

れ
た
。
『
展
示
目
録
』
に
は
、
「
施
入
帳
」
の
図
版
が
収
録
さ
れ
、
「
施
人
帳
」
に

関
す
る
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
第
五
五
回
正
倉
院

展
示
目
録
』
二

0
0
1
―
一
年
。
五
ニ
・
一
二
頁
）
。
ま
た
、
「
施
入
帳
」
の
伝
来
に
つ

い
て
は
、
堀
池
春
峰
氏
に
よ
っ
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
（
堀
池
春
峰
「
一
一
月

堂
炎
上
と
文
書
聖
教
の
出
現
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
二
ニ
、
一
九
七
0
年
。
の
ち

『
南
都
仏
教
史
の
研
究
」
上
、
法
蔵
館
、
一
九
八
0
年
に
再
録
）
。
た
だ
し
、
堀

池
氏
や
『
展
ホ
目
録
」
の
説
明
で
は
、
酒
人
内
親
王
が
桓
武
天
皇
と
の
間
に
朝

原
内
親
王
•
安
勅
内
親
王
・
万
多
親
王
•
佐
味
親
王
を
産
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る

が
、
酒
人
内
親
王
の
実
子
は
朝
原
内
親
王
の
み
で
あ
る
。
【
史
料
19
】
『
性
霊
集
』

に
よ
る
と
、
三
親
王
（
安
勅
内
親
王
·
万
多
親
王
•
佐
味
親
王
）
は
酒
人
内
親

王
の
実
子
で
は
な
く
、
猶
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

『
東
大
寺
要
録
』
巻
十
、
雑
事
章
之
余
。

日
本
古
典
文
学
大
系
『
三
教
指
婦
・
性
霊
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
―
―

五
六
頁
註

(18)
。

春
日
離
宮
・
春
日
庄
な
ど
に
つ
い
て
は
、
永
島
福
太
郎
「
春
日
国
・
春
日
郷
・

春
日
庄
」
（
『
大
和
文
化
研
究
』
五
—
―
―
一
、
一
九
六0年
）
、
赤
松
俊
秀
「
東
大

寺
領
大
和
国
春
日
荘
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
史
学
」
一
―
|
-
―
‘
一
九
六
一
―
一
年
。

の
ち
『
古
代
中
世
社
会
経
済
史
研
究
」
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
三
年
に
再
録
）
、

堀
池
春
峰
「
春
日
離
宮
」
（
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
会
『
田
山
方
南
先
生
華
甲

記
念
論
文
集
』
一
九
六
一
―
一
年
。
の
ち
『
南
都
仏
教
史
の
研
究
』
下
、
法
蔵
館
、

一
九
八
―
一
年
に
再
録
）
、
石
上
英
一
「
官
奴
婢
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
」
八
〇

|
 1
0
、
一
九
七
一
年
）
、
丸
山
幸
彦
「
天
平
勝
宝
八
年
六
月
勅
施
入
庄
•
所
群

の
性
格
と
機
能
」
（
『
古
代
東
大
寺
庄
園
の
研
究
」
渓
水
社
、
二

0

0
一
年
）
な

ど
の
研
究
が
あ
る
。

天
智
天
皇
第
七
皇
子
の
施
基
親
王
は
、
宝
亀
元
年
十
一
月
甲
子
条
（
六
日
）
に

追
尊
さ
れ
て
「
春
日
宮
天
皇
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
や
「
延
喜
諸
陵
寮
式
」
陵
墓

条
に
「
春
日
宮
御
宇
天
皇
」
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
春
日
宮
に
居
し
て
い
た
と
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考
え
ら
れ
る
。
『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
る
施
基
親
王
が
斃
去
し
た
際
の
挽
歌

（
二
三

0
1
四
）
に
は
、
高
円
山
や
御
笠
山
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
施
基
親
王

の
春
日
宮
が
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
屋
王
家
木
簡
か

ら
は
長
屋
王
も
春
日
の
地
に
宮
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
（
奈
良
文

化
財
研
究
所
『
平
城
京
木
簡
』
二
、
解
説
、
木
簡
番
号
二
四
一
工
ハ
、
二

0
0
1

年
）
。
春
日
離
宮
と
高
円
離
宮
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
』
釈
文
木
簡
―
―
―
―
-
‘
一
九
六
九
年
。
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
『
藤
原
宮
」
二
、
解
説
、
木
簡
番
号
七
八
七
、
一
九
八
〇

年
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
』
一
、
解
説
、
木
簡
番
号
一
七

0
、

一
九
六
九
年
。

『
大
日
本
古
文
書
』
（
編
年
文
書
）
三
ー
三
五
九
ー
三
七
四
頁
。

春
日
村
に
居
住
す
る
奴
婢
に
つ
い
て
は
、
神
野
清
一
R
「
日
本
古
代
奴
婢
論
ー

そ
の
編
成
と
労
働
形
態
を
中
心
に
ー
」
（
『
古
代
学
』
一
六
ー
一
、
一
九
六
九

年
。
の
ち
「
官
奴
婢
の
存
在
と
職
掌
」
と
改
題
し
て
『
日
本
古
代
奴
婢
の
研
究
』

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
―
―
一
年
に
再
録
）
、
神
野
清
一
⑱
「
官
奴
婢
制
成

立
」
（
『
律
令
国
家
と
賤
民
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
、
石
上
英
一
註

(29)
論
文
、
鬼
頭
清
明
「
藤
原
宮
の
奴
婢
木
簡
に
つ
い
て
」
（
『
木
簡
研
究
』

一
、
一
九
七
九
年
。
の
ち
『
古
代
木
簡
の
基
礎
的
研
究
」
塙
書
房
、
一
九
九
―
―
―

年
）
な
ど
を
参
照
。

正
暦
二
年
一
二
月
十
―
一
日
付
「
大
和
国
使
牒
」
に
「
…
謹
検
―
旧
記
、
件
庄
本
願

聖
霊
天
平
勝
宝
八
年
十
二
月
十
二
日
勅
施
入
也
、
…
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、

春
日
庄
は
天
平
勝
宝
八
歳
十
二
月
十
二
日
に
東
大
寺
に
勅
施
入
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
き
た
が
、
丸
山
幸
彦
氏
は
大
治
五
年
一
二
月
十
三
日
付
「
東
大
寺
諸
国
庄
々

文
書
井
絵
図
等
目
録
」
に
み
え
る
「
一
通
文
図
〈
載
二
春
日
、
清
澄
、
飛
騨
、
猪

名
、
水
成
瀬
一
、
天
平
勝
宝
八
歳
十
二
月
十
三
日
〉
、
」
と
の
記
載
か
ら
、
大
和
国

使
牒
に
み
え
る
天
平
勝
宝
八
歳
十
二
月
十
二

H
は
文
図
が
作
成
さ
れ
た
年
月
日

で
あ
り
、
春
日
庄
が
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
た
の
は
、
他
の
庄
•
所
な
ど
が
施
入

さ
れ
た
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
の
頃
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
丸
山
幸
彦
註

(31)

論
文
一
六
三
頁
）
。

「
平
安
遺
文
』
ニ
ー
三
四
七
号
。
正
暦
二
年
三
月
十
二
日
付
「
大
和
国
使
牒
」

,,,-.. 
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『
平
安
遺
文
』
ニ
ー
四
六
八
号
。
寛
弘
九
年
八
月
―
一
七
日
付
「
東
大
寺
諸
司
等

解」春
日
野
は
高
円
野
と
も
よ
ば
れ
た
丘
陵
弛
で
あ
り
、
当
時
の
貴
族
の
遊
行
地
で

あ
っ
た
。
聖
武
天
皇
は
神
亀
四
年
正
月
に
春
日
野
に
お
い
て
打
毬
を
催
し
（
『
万

葉
集
』
九
四
八
•
九
）
、
天
平
八
年
に
は
高
円
野
に
て
遊
狩
を
行
っ
て
い
る

（
『
万
葉
集
』
一

0
二
八
）
。
そ
し
て
、
聖
武
天
皇
崩
御
後
に
は
、
「
依
レ
興
各
思

高
円
離
宮
処
一
、
作
歌
五
首
、
」
と
し
て
、
天
平
宝
字
二
年
に
大
伴
家
持
や
大
中

臣
清
麻
呂
ら
が
聖
武
天
皇
の
遺
徳
を
詠
ん
だ
歌
の
な
か
に
高
円
離
宮
が
み
え
る

（
『
万
葉
集
』
四
五
0
六
1
四
五
一

0
)
。
高
円
離
宮
は
、
聖
武
天
皇
を
偲
ぶ
よ
す

が
と
な
る
ほ
ど
、
聖
武
天
皇
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
す
る
離
宮
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
高
円
離
宮
と
春
日
離
宮
が
同
一
の
宮
で
あ
っ
た
こ
と
を
積
極
的
に

示
す
史
料
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
春
日
野
が
高
円
野
と
よ
ば
れ
た
こ
と
か
ら
同

じ
地
域
に
二
つ
の
宮
を
別
個
に
置
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
春
日
離
宮
と
高
円

離
宮
は
同
一
の
宮
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

『
平
安
遺
文
」
一

o
l四
八
九
七
号
。
延
暦
八
年
六
月
十
五
日
付
「
勅
旨
所
牒
」

角
田
文
衛
「
勅
旨
省
と
勅
旨
所
」
（
『
古
代
学
』
―o
l

ニ
・
三
•
四
、
一
九
六

二
年
。
の
ち
『
律
令
国
家
の
展
開
」
塙
書
房
、
一
九
六
五
年
）
―
―
―
六
六
•
七
頁
。

吉
川
真
司
「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
」
（
金
田
章
裕
•
石
上
英
一
•
鎌
田
元
一
・
栄

原
永
遠
男
編
『
日
本
古
代
荘
園
図
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
五
七

八
頁
註

(13)
。

酒
人
内
親
王
自
身
も
春
日
の
地
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
。
酒
人
内
親

王
は
斎
王
に
卜
定
さ
れ
た
後
に
伊
勢
へ
下
向
す
る
ま
で
の
約
―
一
年
間
を
「
春
日

斎
宮
」
に
て
過
ご
し
て
い
る
。
「
春
日
斎
宮
」
は
潔
斎
す
る
た
め
の
場
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
に
伴
う
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
川
氏
は
春
日
離

宮
に
お
い
て
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
祭
祀
を
執

り
行
え
る
点
に
つ
い
て
は
春
日
離
宮
と
春
日
斎
宮
は
共
通
し
て
お
り
、
春
日
離

宮
と
春

H
斎
宮
と
の
関
わ
り
も
想
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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